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・・［女性 ！男性

~~6ぶ 50名
？平均年齢平均年齢四~9戴~;~J 62歳
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図1 受講生内訳

(2008.9.10現在）

図2 08年度本科

受鵠生最終学歴

20年
ほ
ど
前
か
ら
社
会
人
入
試

を
行
っ
て
き
た
立
教
大
学
で
は
、

08年
4
月
か
ら
、
原
則
50歳
以
上

を
対
象
と
し
た
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
大
学
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
第

一
期
生
は
、
定
員
70名
の
と
こ
ろ

に
1
7
0名
の
応
募
者
が
あ
り
、

定
年
後
の
プ
ラ
ン
は
？

海
外
や
温
泉
へ
の
旅
行
で

人
生
は
終
わ
り
ま
せ
ん
！

ク

D 

96名
が
入
学
。

1
年
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。

設
立
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た

立
教
大
学
副
総
長
の
笠
原
清
志
教

授
は
、
団
塊
世
代
の
ひ
と
り
。
同

世
代
の
、
と
く
に
男
性
た
ち
が
、

定
年
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
尋
ね

ら
れ
、
日
々
の
生
活
に
根
ざ
し
た

生
き
が
い
を
も
っ
て
い
な
い
人
が

大
勢
い
る
こ
と
に
危
惧
を
感
じ
て

ロ

D
 撮

影
1
1
編
集
部

学
部
の
社
会
人
学
生
の
枠
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
半
面
、
増
加
の
傾

向
に
あ
る
の
が
大
学
の
公
開
講
座
で
す
。
大
学
こ
と
に
特
色
あ
る
講

座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
な
か
立
教
大
学
で
は
、
中
高
年

の
た
め
の
独
自
の
生
涯
学
習
の
場
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
他
大

学
の
人
気
公
開
講
座
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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定年後も社会との接点を
もっていたい。その最適な

場所が大学でした。

●嶋橿重さん 63戴埼玉曝

釦子を53蔵で退職し、 08年1月、

岬系列会社を63歳で定年退職し

た倉嶋さん。
「蔦の絡まるチャペルでの厳粛な

入学式、山梨県・清里での夏季合

宿。曇解な『現代世界論Jにはいつ

も頭を抱えましたが、r壮にして学

ペば老いて朽ちずJです。それにし

ても、学生生活がこんなに充実し

たものになるとは、想像を超えてい

ました」
同世代の人閏との利害関係なし

の付き合いも、倉嶋さんの学生生

活を豊かな時閏に変えているよう

です。毎週1度、授業を終えたあと

には欽み会を殷け、欠かさず出席

しています。
「女房との会話も増え、最近では

私も通いたいなんて、言ってます

（笑）」
”を修了してから、専攻科へ

の違学も決まり、また1年新たな世

饗との出合いが待っています。

.. 
願書とともに提出した

ェッセーが
スタートでした。

着•子さん 60戴東京都

仕事をもちながら、ダイビング、絵

手紙、フルマラソンなど、多くの趣

味をもつ岩佐さんにセカンドステー

ジ大学への入学を勧めてくれたの

は、立教大学出身のご主人でした。

岩佐さんにとっては顧書と一緒に

提出する「人生の振り返り」のエッ

セーを書くことが、大学で学ぶスタ

ートでした。
「私がいちばん印象的だったの

1:11'介霞と看取り北いう講義でした。

担当教授が老人擁餃を運営されて

いる方でしたから、実慧に沿った

具体的な内容で、 85歳の義母と同

居している私にとっては、とても参

考になりました」
修了籍告書のテーマには、 GNH

（国民艦幸褐量）を選択。GNHは、
プータンの国王がGNP(国民総生

産）の代わりに提唱した概念です。

10月にはひとりでプータンにも足を

運びました。遷暦を迎え、来年は

専攻科に進みます。

日
a,-. • 
, *疇 ~ 
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上：雰囲気のある学
貪。左：盛りつけも
おしゃれなハンパー
グは定食で400円。
下：スペシャルメニ
ューのヘルシーラン
チも400円。

戸層

学貪のエントランス。
ハ`リー・ポックー”に出
てくる食堂のようです。

門
□

t
l

エイジング社会の教養科目
群の「鳩双躙墳の変遍と未
来」の授●風景。受講生は
男女各10名。

内にある釈名
IXの課督ct,

＞
 ビ

凰

左：レンガに蔦ffi1う校舎は191呼完成の本鱈。
右：正門正面のピルの一室に設けられた、セカンド
ステージ大学受講生のための専用ラウンジ。

い
ま
し
た
。
ま
し
て
こ
の
世
代
の

男
性
た
ち
の
人
閏
関
係
は
、
こ
れ

ま
で

”朧
縁
“
関
係
に
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。

定
年
と
と
も
に
孤
立
す
る
可
能
性一

〗
[

を
振
り
返
り
、
同
じ
世
代
の
仲
間

た
ち
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
と
も

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
で
す
」

現
在
と
違
い
、
団
塊
世
代
の

4

年
生
大
学
へ
の
進
学
率
は
、
当
時
、

の
場
が
受
講
生
た
ち
の
人
生
に
つ

な
が
っ
て
い
く
し
く
み
づ
く
り
も

考
え
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

「
知
の
枠
組
み
を
通
じ
て
同
世

代
の
人
た
ち
が
集
う
こ
と
で
、
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
ま
た
違

う
人
日
四
茂
が
生
ま
れ
ま
す
。
卒

業
後
も
、
こ
こ
を
基
点
に

N
P
o

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
立
ち

上
げ
て
、
受
購
生
の
み
な
さ
ん
が

将
来
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
け

Cll 

平
均
20％
台
。
女
性
に
限
定
す
る

と
10％
台
と
、

10人
の
う
ち
8
人、

9
人
は
キ
ャ
ン
バ
ス
ラ
イ
フ
を
経

験
し
て
い
ま
せ
ん
。
行
き
た
か
っ

た
け
れ
ど
行
け
な
か
っ
た
と
い
う

人
は
多
く
い
ま
す
。
大
学
に
入
学

し
た
人
で
も
、
当
時
は
学
園
紛
争

が
盛
ん
だ
っ
た
た
め
授
業
封
鎖
も

多
く
、
思
う
よ
う
に
勉
強
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
ヽ
つ
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
退
職
後
、
大
学
で
学

び
直
す
と
い
う
こ
と
の
需
要
は
確

実
に
あ
り
ま
し
た
。

ゼ
ミ
も
レ
ボ
ー
ト
も
あ
り
。

本
科
で
年
9
科
目
以
上
受
講
。

1
年
を
通
じ
て
学
ぴ
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
は
、

文
部
省
認
可
の
大
学
で
は
な
く
、

生
涯
学
習
の
場
で
す
が
、
本
科
ー

る
し
か
け
も
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

08年
12月
4
日
、
専
攻
科
を
希

望
す
る
学
生
の
選
考
が
終
了
し
、

奮

し

た

47人
全
員
が
合
格
し
ま

し
た
。
新
し
い
春
に
は
、
ま
た
新

し
い
受
講
生
が
、
10代、

20代
の

現
役
学
生
た
ち
と
同
じ
学
ぴ
舎

で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
と
向
き
合

う
時
間
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま

す。

、¥ ・ .、'
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輝清家立教大判朧長。経嘗専襲随です。

高
野
山
大
学
大
学
饒
科
目
尊
履
修
生

4

年、
1
年
に
2
科

這
管
塁

m肩）

皐
位
履
修
生
と
し
て

目
2
皐
位
ず
つ
取
得
。
今
年
は
じ
め

て
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
参
加
。

'

~1
岳
口
2
皐
位
で
3

万
円
。

現
在
、
養
慶
学
校
中
学
瓢
の
英
罷

の
教
員
を
し
な
が
ら
、
大
学
の
通
信

教
育
で
仏
教
を
学
ん
で
い
ま
す
。
年

に
2
科
目
ず
つ
単
位
を
取
得
し
て
、

4
年
目
の
08
年
度
は
4
科
目
を
受

鴫
ひ
と
つ
は
「
お
遍
路
」
を
遍
び
ま

し
た
。
実
胃
は
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
香
川
県
で
4
8
閏
の
お
遍
路
の

旅
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。

iど
資
料
を
き
ち
ん
と
続

ん
で
ま
と
め
て
い
く
の
は
●
し
く
、

提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
「
不
可
」
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
、
再
撮
出
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
P

仏
教
は
、
私
に
と
っ
て
は
宗
教
と

い
う
よ
り
哲
学
。
自
分
を
支
え
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
自
分
に
欠
け
て
い

る
も
の
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
も
の
．

仏
敏
を
学
ん
だ
こ
と
で
自
分
の
リ
フ

ォ
ー
ム
が
で
き
た
よ
う
に
鼠
い
ま
す
。

遇
・
し
た
ら
．
大
学
に
●
入
し
よ

う
か
と
も
考
え
てい
ま
す
．
そ
う
し

て
●
肇
を
●
け
．い
ず
れ
は
得
度
し

た
いと
も
・
ってい
る
と
こ
ろ
で
す
。

ーがら

＇
冒
で
．

ん
で
4

軍
•
で
す
。

”
子
さ
ん
58戴
長
嶋
曝

私
た
ち
も

学
牛
し
て
ま
す
！

年
、
希
望
者
が
進
む
専
攻
科
1
年

の
合
計
2
年
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
3
つ
の
科
目
群

(32科
目
）
か

ら
規
定
の
単
位
を
履
修
。
科
目
群

に
は
、
「
エ
イ
ジ
ン
グ
社
会
の
教

養
科
目
群
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
デ

ザ
イ
ン
と
ピ
ジ
ネ
ス
科
目
群
」

「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
設
計
科
目

群
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

7
つ

あ
る
ゼ
ミ
の
い
ず
れ
か

1
つ
に
全

員
が
参
加
し
、
合
宿
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

ゼ
ミ
修
了
時
に
は
、

4
0
0字
詰

原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
⑩
枚
以
上

に
も
な
る
修
了
報
告
書
も
提
出
し

ま
す
。
授
業
は
毎
日
13時
10分
か

ら
20時
ま
で
の
あ
い
だ
。
最
低
週

2
8ー
3
日
の
通
学
ペ
ー
ス
に
な

り
士
令
す
。

笠
原
副
総
長
は
卒
業
後
も
、
こ

面接試験日

■ 2009年震●●璽項

定員 70名（本科1年）

出願期間 2009年1月7日（水）

~1月21日（水）

2009年2月17日(;:)、

18日（水）

選考結果通知送付2009年2月25日（水）

選考料 10,000円

登餞料・受講料 330,000円

43¥心
2009重211鼻
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